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インフラの老朽化・劣化対策技術の発展 

日本では1950 年代から1970年代までの高度経済成長期に道路，トンネル，橋梁などのインフラ整備が急速に

発展しました。整備後40年以上が経過し，道路の変状やトンネル事故の発生，橋台周辺の地盤の洗掘など，老朽

化・劣化が顕在化しています。施設の老朽化・劣化の進行は構造物の安全性や耐震性の低下を招き，平常時，災

害時に関わらず甚大な被害を招く危険性があります。そのため，老朽化・劣化を適切に評価して対策工を講じる

必要があります。近年，施設等の老朽化・劣化に伴い対策技術が発展しています。また，平成26年には国土交通

省より道路の老朽化対策の本格実施に関する提言がなされており，点検および補修が推進されています。 

本号では「インフラの老朽化・劣化対策技術の発展」と題し，地下鉄トンネル，河川橋脚，農業水利施設，た

め池やフィルダム，地層処分施設といったインフラを対象として，老朽化・劣化のモニタリング・診断技術，老

朽化・劣化に対する補修・補強技術や改修技術，老朽化・劣化の予測や維持管理計画について，適用事例や今後

の課題・展望を交えながら執筆していただきました。 

本特集が，読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。 
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